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（計画）

定植

（計画）

収穫
期間

（計画）
令和7年2月上旬　～
令和7年12月中旬

　　　　年　　月　　日 令和7年4月上旬　～　令和8年1月下旬

別添１

令和7年度　ふくおかエコ農産物栽培　計画・実績書

１　栽培概要

認証番号 1541336 栽培管理者 吉田　俊輔 品目名 ほうれんそう 品種名
ｵｼﾘｽ･ｱｸﾃｨﾌﾞ･ｸﾛﾉｽ･
ﾌﾞﾗｲﾄﾝ･ﾐﾗｰｼﾞｭ・

ｼﾞｬｽﾃｨｽ

天然物質由来農薬の利用

(

) (

（実績） （実績） （実績）

　　　　年　　月　　日 　　　　年　　月　　日 　　　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

化学農薬
代替技術

※用いる
技術に☑

☑

生物的防除

☑

物理的防除

(

 ☑ 購入種子・苗
 □ 自家採種
 ☑ 種子消毒あり
 ☑ 周年栽培
 □ 多年生・永年性作物

 □ 周年栽培
 □ 多年生・永年性作物

作型  ☑ 周年栽培  ☑ 施設栽培

化学肥料
代替技術

※用いる
技術に☑

播種

☑

有機質肥料の利用

□

緩効性肥料の利用

)

☑

たい肥の利用

□

緑肥の利用

□

耕種的防除

(
・ぼかしっこ
・福岡やさい2号 )

) (
・ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤
・ｱｰﾘｰｾｰﾌ
・ｻﾝｸﾘｽﾀﾙ乳剤

)

・ｾﾞﾝﾀｰﾘ顆粒水和
剤 ) (防虫ネットの展張

☑

□

その他　※具体的に記述すること

□

その他　※具体的に記述すること

　

牛糞完熟堆肥 ) ( ) (

　

～

２　資材の使用計画・実績

計画 実績

作業名
または
使用目的

堆肥・肥料 雑草・病害虫防除

資　材　名

施用量
化学肥料
由来の
窒素量

資　材　名
節減対象
農薬の

成分回数年 月 旬 年 月 日
(kg/10a) (kg/10a)

5,000 0.00

7 2 上

年に2～4回に分
けて

土作り 牛糞完熟堆肥

7 12 中 むなかた野菜(18-6-11)ON0 66.66 12.00
基肥

ぼかしっこ(5-4-2)ON100 226.65 0.00

福岡やさい2号(12-10-10)ON19 100.00 9.72

オール8(8-8-8)ON0 150.00 12.00

硝酸高度化成(23-6-6)ON0 52.17 12.00

タマゴS555(15-15-15)ON0 80.00 12.00

7 4 上 収獲

(2枚目に続く)

8 1 下

～

合　計
0.00

～12.00
合　計

土壌分析の結果に応じて

いずれかを使用
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計画 実績

作業名
または

使用目的

堆肥・肥料 雑草・病害虫防除

資　材　名

施用量
化学肥料
由来の
窒素量 資　材　名

ｴｲﾌﾟﾛﾝ31

7 2 上

節減対象
農薬の
成分回数年 月 旬 年 月 日

(kg/10a) (kg/10a)

1～

ﾁｳﾗﾑ80

1 下

種子消毒

1

ｵｰｿｻｲﾄﾞ水和剤80 1

土壌消毒
☑ ﾊﾞｽｱﾐﾄﾞ微粒剤 1

8

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ錠剤 1

除草 ﾗｯｿｰ乳剤 1

ﾚﾝｻﾞｰ 1

ﾅﾌﾞ乳剤 1

1殺菌剤 ﾗﾝﾏﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ

ｽﾀｰｸﾙ粒剤 1

ｽﾀｰｸﾙ顆粒水溶剤 1

殺虫・殺ダニ剤

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤 1

ﾌｫｰｽ粒剤 1

ｱﾌｧｰﾑ乳剤 1

ｱﾄﾞﾏｲﾔｰﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1

ﾌﾟﾚﾊﾞｿﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ5 1

ｱｸﾞﾛｽﾘﾝ乳剤 1

ｶｽｹｰﾄﾞ乳剤 1

ｱﾆｷ乳剤 1

ﾉｰﾓﾙﾄ乳剤 1

ﾀﾞﾆﾄﾛﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ 1

ﾗﾝﾈｰﾄ45DF 1

ﾊﾟﾀﾞﾝSG水溶剤 1

ｾﾞﾝﾀｰﾘ顆粒水和剤 0

ｽﾋﾟﾉｴｰｽ顆粒水和剤 0
殺虫・殺ダニ剤

サンクリスタル乳剤 0

合　計
0.00

～12.00
合　計 6

アーリーセーフ 0

種苗会社にて2剤を選び処理

発生状況に応じて４剤を選択使用。

発生状況に応じて選択使用。


